
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ２０１２年３月１１日              NO,２９５ 

 

 青木の多目的研修集会所が 

建っている場所に、以前は毘 

沙門堂があり、今も江戸後期 

の石造物が残されています。 

 毘沙門堂にあった毘沙門様 

は、今は多目的研修集会所に 

安置されています。 

 この毘沙門様については、 

いつごろ作られたものなのか、 

だれが作ったのかなどは不明 

ですが、保存状態もよく、立 

派な姿をしています。 

 毘沙門堂跡の後ろには、南 

郷からの旧道と青木の集落内の道が交わる辻があります。          

                 父親が４２歳の時の２

つ子は蓑のなかにいれて、

この辻にいったん捨てる

と厄が逃れたといわれて

いたり、六算除けのお札を

立てたなど、厄除けの信仰

の場所として、神聖な場所

だったと考えられます。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
年
金
資
金
約
２
千
億
円
の
大
半
を
消
失
さ
せ
た
と
さ
れ
る
Ａ
Ｉ
Ｊ
投
資
顧
問
の
問
題

は
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
を
支
え
る
年
金
の
巨
額
損
失
と
い
う
き
わ
め
て
深
刻
な
事
態
を
招
き
ま
し
た

が
、
Ａ
Ｉ
Ｊ
は
大
き
な
損
失
を
出
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
海
外
フ
ァ
ン
ド
を
隠
れ
み
の
に
し
て
好

業
績
を
装
い
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莫
大
な
報
酬
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に
し
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
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態
を
招
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た
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に
は
、
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に
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問
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う
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、
Ａ
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Ｊ
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よ
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に
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資
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、
２
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１
０
年
度
の
検
査
は
、
わ
ず
か
１５
社

だ
け
で
、
問
題
の
発
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を
想
定
し
た
検
査
態
勢
に
ほ
ど
遠
く
、
監
督
責
任
を
果
た
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

厚
生
年
金
基
金
の
運
用
は
、
１
９
９
０
年
代
の
金
融
「
構
造
改
革
」
の
中
で
、
財
界
の
強
い
要
求
を
受

け
、
安
全
資
産
に
５
割
以
上
、
株
式
は
３
割
以
下
と
定
め
ら
れ
た
運
用
規
則
も
廃
止
す

る
な
ど
、
財
界
言
い
な
り
に
規
制
を
緩
和
し
、
ま
と
も
な
監
督
・
検
査
体
制
も
整
え
ず
、

年
金
を
金
融
投
資
の
餌
食
に
し
て
き
た
歴
代
政
権
の
責
任
は
重
大
で
す
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 利根沼田の小中学生から寄せられた作文と詩を表彰す

る、第８回おのちゅうこう ふるさと文学賞表彰式が３

日おこなわれました。 

 表彰式後のアトラ 

クションで、平出子 

ども歌舞伎が上演さ 

れました。 

 弁天娘女男白浪～ 

稲瀬川勢揃の場～を 

７人で演じました。 

 新年度予算案と予算関連条例を審議する予算審査特別委員会が、１２日

から１６日まで市役所３階の議場で開かれます。 

 １２日総務部、１４日市民部・健康福祉部、１５日経済部・都市建設部、

１６日は教育部の審査が終了後、討論・採決がおこなわれます。予算審査

特別委員会は１０時に開会され、傍聴することができます。（１３日は休会） 

 今回の予算審査特別委員会の委員長は坂庭直治議員、副委員長は野村洋

一議員です。 

 食べ物への放射能汚染の不安が広がるなか沼田市では、食品の放射能測

定器を国民生活センターから借り受け、４月以降から実施する予定です。 

        国民生活センターからの通知では、市に測定器が届くの

は３月中旬から５月下旬の予定で、市では、１日４件（午

前と午後に２件ずつ）の市民から持ってきてもらった食品

の検査を、東原庁舎の生活課でおこなう予定です。 

        学校給食の食材と保育園の食材についても月２回の検査

をおこない、測定器が配備されたら市民にお知らせし、検

査の予約をはじめる予定です。 

 南郷の曲屋で、江戸時代から伝わる鈴木家のおひな様

や近所の人が持ち寄っ

たおひな様が１１日ま

で飾られています。 

               江戸時代のおひな様と

現代のものとでは、顔の

つくりがちがい、時代を

感じさせてくれました。 


